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定 價 金 八 圓 迭 料 金 二 十 七 錢
近 世 代 數 學 の 劃 期 的 發 達 を招 致 しYzもの は 實 に 十 九 世 紀
末 にistはれ プ～群 と體 と の理 論 で あ る。 か の 方 程 式 の 可 解
性c.關 す ろ疑 問 や 或 は 希 臘 以 來 米 解 決 の 儘 で 殘 さ れ て ゐ
Yz作鬮 問 題 等 に 對 しJl快な 解 決 を與 へ 尢mの は 此 の 理 論
で あ る.更 に 代 數 學 を薮 な 展 望 の 下!ζ開 展 せ しめ 尢 もの
も亦 此 の理 論 で あ る。 實 に 群 と體 と は 現 代 の 代vの 根
幹 を な し今 や 正t.一,一のyS門 を形 成 す る6Lつ た。 佝
群 と體 とは 數 學 の 他 の 部 門<<あつ て も 或 は 奥 底 に 潜 み 或
は 表 面 に顯 は れ て重 要 な 役 日 を 演 ず る.さ れ ば 現 代 の 數
學 を 究 め ん とす る者 に は 勿 論 ま ス～廣 く數 學 の基 礎 的 考 察
を な すtz取 つ て も 必 要 缺 くべ か ら ざ る概 念 で あ る。 而
も.zれに 關 す る著 述 は 我 が 國CL於 て は 皆 無 で あ る。 著 者
はzれ を遺 懺 と し て 兩 者 を上 下 二 懸 に 分 ち世 界 に 於 け る
近 世 代 數 學 の 費 達 を大 觀 し夏 に 白 らの 創 意 を加 へ て 本 書
を完 成 す るCL至つ ブ～.著 者 は 一 般 讀 者 の 爲 に微 細 の 點 に
立 入 らず 努 め て大 綱 を 掲 げ て そ の 本 領 を容 易 に理 解 せ し
め るzと に 意 を用 ひ て ゐ る。 實 に 本r'rは近 世 代 數 學 の 發
違 と そ の 趨 勢 と を 一 目 の 下 に 瞭 然 尢 ら し め る 好 個 の 著 述
で あ る。
物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.2(1930)
自然科學研究叢書 第二編
隸 飜鏃 篷鑛 理鄲士大島廣先生著
發生學汎論
定價金 四圓五拾錢 逾料金拾 八錢
本書は動物 各種に亘 う興味津々ぬ る個躔發生の問題 をば主 として形態
學的方面 よ列脱じ現時世界lt於ける生物竅生學に關す る最 新最高の諸
學説を網羅 して著者多年の研究 を要約 し斯學の最尖端の動きを如實に
逑べた ものでtiR米に於 て竜殆どその類書 を見ざる底の ものである,
L生殖細胞の生立ちよ ら受精、分割 を纏て蠻育の初期に至 る經過を詳
iRし、一 方Ezは其準備 として發生學の歴 史、細胞及び細胞分裂 に關
す る設明 を與へ、他方t<は發生に伸ム閙題として露女生殖、遺傳、
性 別の原因等 を論 じ尢。
2・處女生殖 、性 と遺傳等の方面czは最新の知識 を紹介 しrz。例へば精
子 を與へず して人工的に卵 を竅育させる所謂人工處女生殖、或は核
を除去 し尢卵子 に精子が入つて發育 を逾 げる1童貞生殖、雌が雄 とな
む叉雄がiqfGtじて生殖 を行ひ得 る6z至る性の轉換、典等の紬果 と
して生ず る子の性、∠卜身つつ雌 と雄 とが繼合は され尢様な雌雄霰合
體の動物、雌雄 何れにも屬せ》躙 性の もの、或は稚度 を越えrz超性
の雌雄等に關す る研究は、本譏:に於て始 めて紹 介せ られた興味深N
問題で正is輓近の生物學が到達 した驚 くべ き成功の一端である,
3.挿圖百五十餘は嶄薪で珍奇な興 味の深V・もの を邏ん だ。
著者は我國動物學界 の權威 、而 も邦語で書かxlyz細胞學、遺傅學等の
専門香は二三之を見 るが發生學 を主題 として其等の開題に肆んだ著潅
は全 く本書 を以て嚆矢 とする。生物學 を:鏨門に志す士は勿論、醫者や
醫學c.志す人、動植物の女檢 を受 けん とする人、其 他少 くとv,生物の
發生に興味 を有ちその最新の學説 を知 らん とする人46zは必讀すべ 拿
好著である、
丁物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.2(1930)
享 版.京都欄 大學教授 理學溥士 園 正 造 先 生 著
方 程 式 論
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の如 く、唯一・寸理窟を知つたばか りでは實際に営つて問題を解 くのに十分でない様
な種類の事柄に對しては、その根本に横はる理論 を明かにして、之に關する演算は
如何に して乎数を償き簡潔に廊理すぺ きかを一k,例を擧げて設き示 してある。YI問
題は所設の會得理解を資けることと問題自身の取扱ひに習熟せ しめることの二黜に
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好評九版
東北帝國大學敦授 理學博士 大 久 保 準 三 著
01:a 、?
?
定 價 金 六 圓 五 拾 錢 逾 料 金 一u・七 錢
本 書 はiG9度 の 中 等 教 育 物 理 學 歉 授 要 日 に差 い て 物 理 學
一 般 の 知 識 を罕 易it且 つ 系 統 的 に 詳 述 し て其 の概 念 を逖
漏 な く收 得 せ し め る とjl6z日常 生 活LL於て 屡 遭 遇 す る多
くの事 項 を も 加 へ1物理 學 の 實 際 的 運 用 に資 せ しめ んzと
を 期 しrz。就 中其 の 韮 礎 的 事 實 並 に共 の 原 則・法 則 の 物 理
學 的 意 義 を詳 設 し,其の 枳 本 的 知 識 を理 解 せ しめ る こ とLL
努 め た。 且 つ 物 理 學 最 近 の 發 逮 を も述 べ,カめ てrn,を
知 ら しめ る と共 に世 界 の 物 理 學 進 歩 の 趨 勢 を 明 か に しrz.
挿 岡 は 物 珊 學 講 義 に 極 め て 重 要 な る 地 位 を 占 め る も の で
あ るか ら,力め て 多 数tr之 を'探用 し,而も十 分 に 意 を用 ひ て
直 接 實 驗 し た實 物 寫 兵 を 多 く收 め樅 械 器 具 の 如 き も多 く
實 物 の 寫 眞 を以 て した。 徇 各 種 類 の 計 算 を多 數 探 録 し其
の#k的 解 法 を示 し何 人LLも直 に要 領 を會 得 せ しめ るや
うtこ・こ、掛`ナプ～。
要 す る に本 轡 は著 者 が 豊 富 な る學 識 を以 て物 理 學 全 般 に
亘 ら縱 横it解詮 しyzるもの庇 の 點 に於 て全 く類 書 を見 な
いの で,中等 學 校 物 理 學 敢 員 誰 先 生 に とつ て は 實 に賞 重 な
る教 授 賓 料Et富 む 無 比 の 賓 典 で あ う,また 學 生 諸 子 は 本 書
に よつ て 中 學 程 度 以 上 の 物 理 學 を 容 易に 自修 し 得 る の で
ある。liit本雷 は 物 理 學'J}攻者,中等 學校 数 師,學生,高等 諸
學校 受 驗 生 その 他 苟m物 理 學 を學 ば ん と す る者 萬 人 必 備
の最 高 模 範 的 講 義 尢 る 良 書 で あ る.
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高 等 代 數 學 上 卷 定仮金 八 圓
　 　
艶 幣馨 哩 園 正 造 著
發 生'學 汎 論 額鋼 圓五覯…
蓮州誓罫鸞教釜 大 島 廣 著
高 等 物 理 學 概 論 鞴六年三月獅
轟北誓響 哩 大 久 保 準 三 著
熱 力 學 近 刊 ・
蒹都騨ソ瀞糧 堀 場 信 吉 著
高 等 代 數 學 下 卷 近 刊
く　 　ラ
蹇郁警響幄 園 正 造 著
響繋大瀞讐 喜 多 源 逸 著
